
桐蔭高等学校 

実施日時 令和元年１２月１１日（水） 13 時 10 分～14 時 

参加者 
生徒５６０名（高１、高２）、生徒 240 名（中学１、２、３年）、教員

高校３４名、中学 8 名 計８４２名 

実施内容 
避難所で出来ることは何か。避難所に必要な物質は何か。ハザードマッ

プを確認する。 

 

ねらい 
１．桐蔭中学・高校が避難所に指定されていることから、実際に避難所の運営に関わって、

桐蔭高校生（桐蔭中学生）として、運営に協力できることは何かを、具体的に考えさせる。 
２．和歌山市のハザードマップを紹介して、実際に起こりうる自然災害を各自想定して、自

分の取る具体的行動を各自が意識するように啓発する。 
              

主なプログラム 
１．パワーポイントによる自然災害（東南海地震）が起きた場面を想定させ、自分自身の取

るべき行動を擬態的に各自に考えさせた。 
２．和歌山市が作成したハザードマップを紹介して、自分自身の居住地域の津波想定を各自

に確認させた。この時、ハザードマップを完全なものとして利用しないように注意をした。 
３．中学生と高校生が混在する班をつくり、実際に避難所になった場合に、自分たちに出来

ることは何かを、和歌山市の避難所管理運営委員会組織図を参照しながら考えさせた。 
４．また、体育館および柔道場の２カ所で実施したので、実際に避難所になった場合に、ど

んなものが必要かを考えさせた。 
 

概要 
体育館と柔道場の２カ所に中学生と高校生が混在するようにあらかじめ分けて同じ内容

を実施した。 
体育館に７４班（１班７～８名）柔道場に４０班（１班７～８名） 
１０分をパワーポイントによるプログラム１番と２番を全体に対して実施し、１０分でグ

ループごとに車座に座り、２５分間でプログラム３番と４番の協議を、互いの自己紹介も含

めて実施した。 
各班の記録用紙を提出して終了。教員で処理をしてクラスごとに掲示。 

 
参照図（パワーポイントで用いたもの） 

 
 
 



体育館でのグループ競技の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クラス掲示した協議結果を集計したもの 

 

成果と課題 
【成果】自然災害に対する心構えを、改めて意識付けすることが出来た。異学年による協議

および体育館や柔道場という場所の設定で、より避難所の場面を具体的に想像させること

が出来た。 
【課題】協議結果を全体にプレゼンさせる時間が確保できる方が良かった。アルファ米を食

べさせる経験があった方が良かった。実際に段ボールによる区切りも取り入れる方が良か

った。地域住民を入れた協議の方がより現実的で良かった。総合的に、実施時間が、１時

間枠（５０分間）で実施したのだが、２時間枠で考えると上記に挙げたものもいくつか取

り入れることが出来るので来年度は考えたい。 


